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新
1
年
生
、
胸
弾
ま
せ

　

4
月
7
日
、
町
内
3
小
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
が
新

し
く
始
ま
る
学
校
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
小
学
校

の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。【
写
真
は
佐
山
小
学
校
】(

20
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
で
も
入
園･

入
学
式
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。)
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▶
展
示
室
で
は
漁
具
や
山
田
家
に
関
す
る
資
料
を
展
示

◀︎
主
屋
の
鯉
の
欄
間
を
見
学
す
る
来
場
者

▲�

一
般
公
開
を
祝
い
長
屋
門
前
で
信
貴
町
長
ら
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト

▲�

好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
た
公
開
初
日

　

東
一
口
の
旧
山
田
家
住
宅
で
一
般
公
開
が

始
ま
り
、
初
日
の
４
月
２
日
に
は
約
６
０
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

旧
山
田
家
住
宅
は
、
久
御
山
町
北
東
部
か

ら
宇
治
市
槙
島
、
京
都
市
伏
見
区
に
か
け
て

存
在
し
て
い
た
巨
椋
池
漁
業
者
の
代
表
と
し

て
、
ま
た
、
御
牧
村
13
か
村
を
ま
と
め
た
大

庄
屋
の
屋
敷
で
す
。

　

武
家
屋
敷
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
重
厚
な

造
り
の
長
屋
門
を
は
じ
め
と
し
た
屋
敷
構
え

は
、
町
の
歩
み
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
建
造

物
で
あ
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
大
切

な
文
化
財
で
す
。

　

平
成
22
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
建
造

物
に
登
録
さ
れ
た
後
、
本
町
に
寄
贈
を
受
け
、

劣
化
が
進
ん
で
い
た
長
屋
門
と
長
塀
の
保
存

修
復
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
記
念
式

典
で
は
、
長
屋
門
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ

た
後
、
信
貴
康
孝
町
長
が
「
貴
重
な
文
化
財

を
守
り
、
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
佐
山
浜
台
で
収
穫
さ
れ
た
て
ん
茶

で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
で
は
、
来
場
者
が
主
屋
の
座
敷

の
網
代
や
鯉
の
欄
間
に
見
入
っ
た
り
、
新
設

し
た
展
示
室
で
山
田
家
に
関
す
る
資
料
や
漁

具
な
ど
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。「
東
一
口
の

ふ
る
里
を
学
ぶ
会
」
に
よ
る
つ
き
た
て
の
餅

や
、「
茶
道
サ
ー
ク
ル
」
に
よ
る
抹
茶
も
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

★

　

今
後
は
、
毎
月
第
１
木
曜
日
、
第
２
土
曜

日
、
第
３
日
曜
日
に
一
般
公
開
す
る
と
と
も

に
、
特
別
公
開
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
も
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
５
月
の
一
般
公
開

　

▽�

日
時
／
５
月
４
日
㈷
、
13
日
㈯
、
21
日

㈰　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　

※�

毎
月
第
１
木
曜
日
、
第
２
土
曜
日
、
第

３
日
曜
日
に
公
開

　

▽
場
所
／
東
一
口
35
番
地

　

▽�

入
館
料
／
２
０
０
円
（
町
民
に
限
り
当

面
無
料
）

■
特
別
公
開
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

　

▽�

８
月
11
日
㈷
…
蓮
の
生
け
花
教
室
や
販

売
な
ど

　

▽�

平
成
30
年
１
月
14
日
㈰
…
町
特
産
品
の

淀
大
根
で
大
根
炊
き
な
ど

■
ア
ク
セ
ス

　

▽�

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
「
前
川
橋
」
下
車

す
ぐ

　

▽�

京
都
京
阪
バ
ス
「
ま
ち
の
駅
イ
オ
ン
久

御
山
店
前
」
か
ら
徒
歩
約
15
分

　

※�

駐
車
で
き
る
台
数
が
少
な
い
の
で
、
で

き
る
だ
け
自
転
車･

徒
歩･

公
共
交
通
等

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

貴
重
な
文
化
財
、次
世
代
へ

旧
山
田
家
住
宅
一
般
公
開
開
始
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ツ
ラ
ッ
テ
ィ
千
本
で
施
設
職
員
の
説
明
に
聞

き
入
る
参
加
者
。

　

地
方
税
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正

し
、
保
険
税
の
算
定
方
法
が
平
成
29
年
度

か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

■
軽
減
対
象
世
帯
の
範
囲
を
拡
大

　

世
帯
内
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

人
数
に
よ
っ
て
金
額
が
決
ま
る
軽
減
判
定

所
得
の
基
準
額
を
引
き
上
げ
、
５
割
軽
減

・
２
割
軽
減
と
も
に
対
象
と
な
る
世
帯
の

範
囲
が
広
が
り
ま
す
（
表
参
照
）。

　

世
帯
全
員
の
総
所
得
の
合
計
金
額
が
、

基
準
額
以
下
の
世
帯
で
は
、
所
得
に
応
じ

て
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
税
の
軽
減

に
は
申
請
は
不
要

で
す
が
、
課
税
所

得
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
所
得
申
告
が

必
要
で
す
。
未
申

告
の
人
が
い
る
世

帯
は
軽
減
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
役
場

税
務
課
で
所
得
申

告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

★

　

国
民
健
康
保
険

は
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
に
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
加

入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
っ
て
、
お
互
い

に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
会
計
は
、「
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
」
と
し
て
、
一
般
会

計
と
別
に
、
独
自
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

会
計
の
中
心
的
な
収
入
と
な
る
の
が
国

民
健
康
保
険
税
で
す
。
保
険
税
は
皆
さ
ん

の
健
康
を
守
り
、
万
一
の
と
き
の
安
心
を

支
え
る
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

�

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
は�

６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

　

今
年
度
の
保
険
料
額
の
決
定
と
保
険
料
納

入
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
は
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
安
心
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
昨
年
度
と
同
額

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
消
費
税
が
増
税
さ
れ

る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
第
２･

３
段
階
の
保

険
料
軽
減
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
増
税

延
期
の
た
め
、
保
険
料
を
昨
年
度
と
同
額
に

据
え
置
き
ま
す
。

�

　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

３
月
22
日
、「
人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た

ず
ね
て
」
が
行
わ
れ
、
住
民
20
人
が
参

加
し
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
権
に
ゆ
か
り
の
あ
る
史

跡
等
を
訪
ね
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
関
心
、
認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

京
都
市
内
の
ツ
ラ
ッ
テ
ィ
千
本
、
大
徳

寺
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
人
権
資
料
を
展

示
し
て
い
る
ツ
ラ
ッ
テ
ィ
千
本
で
は
、

地
域
の
歴
史
や
ま
ち
の
変
遷
、
ま
ち
づ

く
り
運
動
の
歩
み
な
ど
に
つ
い
て
施
設

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加

者
は
メ
モ
を
と
っ
た
り
質
問
を
す
る
な

ど
、
熱
心
に
人
権
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
し
た
。

人
権
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ぶ

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正

人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て

表　軽減判定基準額の計算方法
５割軽減＝均等割と平等割の5割を軽減します
　　　　　　　　軽減を受けるための世帯の基準額
【改正前】　33万円　�＋��26.5万円　×　�被保険者数
【改正後】　33万円　�＋��27　万円　×　�被保険者数
　４人世帯の場合、５割軽減の対象になる世帯の所得は、
改正前は（33万円＋26.5万円×４）＝139万円以下であった
のが、改正後は（33万円＋27万円×４）＝141万円以下ま
で範囲が広がります。

２割軽減＝均等割と平等割の2割を軽減します
　　　　　　　　軽減を受けるための世帯の基準額
【改正前】　33万円　�＋　�48万円　�×　�被保険者数
【改正後】　33万円　�＋　�49万円　�×　�被保険者数
　４人世帯の場合、２割軽減の対象になる世帯の所得は、
改正前は（33万円＋48万円×４）＝225万円以下であった
のが、改正後は（33万円＋49万円×４）＝229万円以下ま
で範囲が広がります。
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東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
６
年
、
熊
本

地
震
の
発
生
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
今
も
な

お
、
多
く
の
人
が
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い

ま
す
。
関
西
地
域
に
お
い
て
も
、
近
い
将
来

に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
高
い
確
率
で
発
生
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
に
よ
る
被

害
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

申
込
期
間
（
診
断
・
改
修
と
も
に
）

　
　
　

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
ま
で

　
　
　
　
　

●
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
助
成

■
対
象
住
宅

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の
木
造
一
戸
建

て
住
宅
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
に
よ
る
自
己
診
断

の
結
果
が
９
点
未
満
の
住
宅

■
補
助
限
度
額　

５
万
円

　

※
耐
震
診
断
士
の
交
通
費
実
費
分
（
３
千

円
）
の
自
己
負
担
と
、
床
面
積
が
２
４
０
㎡

を
超
え
る
住
宅
に
か
か
る
耐
震
診
断
費
用
の

一
部
に
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

■
申
請
の
流
れ

①
総
務
課
へ
資
料
請
求

　

耐
震
診
断
を
希
望
す
る
人
に
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診

断
」
と
「
耐
震
診
断
士
派
遣
申
請
書
」
を
送

り
ま
す
。

②
自
己
診
断
・
診
断
申
込

　
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

で
自
己
診
断
し
、
結
果
が
評
点
合
計
９
点
未

満
の
住
宅
の
場
合
に
申
請
で
き
ま
す
。
申
請

時
に
は
、
面
積
や
構
造
、
用
途
な
ど
が
確
認

で
き
る
登
記
簿
や
建
築
確
認
の
写
し
な
ど
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
書
類
審
査
、
診
断
実
施

　

ア
．�

申
請
後
、
書
類
審
査
を
実
施
し
、
耐

震
診
断
士
の
派
遣
を
決
定
し
ま
す
。

　

イ
．�

耐
震
診
断
士
が
、
耐
震
診
断
日
を
調

整
し
ま
す
。

　

ウ
．
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

�

当
日
、
耐
震
診
断
士
の
交
通
費
実
費

分
と
し
て
３
千
円
の
支
払
い
が
必
要

で
す
。

④
診
断
結
果
の
返
却
・
説
明

　

診
断
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

耐
震
改
修
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　
　

●�

木
造
住
宅
耐
震
改
修（
本
格･

簡
易･�

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
）の
補
助
制
度

【
本
格
改
修
】

■
対
象
と
な
る
住
宅
及
び
工
事

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
で
評
点
が
1.0
未
満
と

診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
評
点
を
1.0
以
上
に
上

げ
る
改
修
工
事

■
補
助
額

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
設
計
及
び
工
事
に

要
す
る
費
用
の
額
の
４
分
の
３
以
内
の
額�

（
最
高
90
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

【
簡
易
改
修
】

■
対
象
と
な
る
住
宅
及
び
工
事

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
で
評
点
が
1.0
未
満
と

診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
屋
根
の
軽
量
化
な
ど

京
都
府
が
定
め
る
簡
易
な
改
修
の
方
法
に
よ

り
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
も
の

■
補
助
額

　

簡
易
改
修
に
要
す
る
費
用
の
額
の
４
分
の

３
以
内
の
額
（
最
高
30
万
円
、
千
円
未
満
切

り
捨
て
）

【
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
】
新
規
事
業

■
対
象
と
な
る
住
宅
及
び
対
象
者

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

　町では、生活に役立つ様々な補助制度で、住民の皆さんの暮
らしをサポートしています。今回は、その補助制度の一部を紹
介します。

暮らしに役立つ
補助金あります

注：�住宅が地震によって倒壊した場
合でも、安全な空間を確保する
ことができる堅固な構造物です。

耐震シェルターの例

住
宅
の
耐
震
診
断･

改
修
費
用
を
助
成

補助①
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居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の
木
造
一
戸
建

て
住
宅
に
居
住
す
る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
60
歳
以
上
の
人
が
属
す
る
世
帯

②�
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

■
補
助
額

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
に
要
す
る
費
用

の
４
分
の
３
以
内
の
額
（
最
高
30
万
円
、
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

●
契
約
前
に
補
助
金
申
請
を
！

　

補
助
金
の
申
請
を
行
う
前
に
、
耐
震
設
計

や
補
強
工
事
の
契
約
を
締
結
し
て
し
ま
う
と

助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
補
助
金
を
申
請

し
、「
交
付
決
定
通
知
書
」（
役
場
が
審
査
後
に

発
行
）
を
受
け
取
っ
て
か
ら
補
強
設
計
等
の

契
約
を
締
結
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
の
支
払
い
は
工
事
完
了
後

　

補
助
金
の
支
払
い
は
、
補
強
工
事
の
完
了

後
と
な
り
ま
す
。
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て

い
て
も
補
強
工
事
を
取
り
や
め
た
場
合
な
ど

は
、
補
助
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他

　

従
前
に
、
補
助
制
度
を
活
用
し
て
改
修
工

事
等
を
行
っ
て
い
た
場
合
や
要
綱
に
定
め
る

要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
は
補
助
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

�

　

問
合
せ
／
総
務
課

　

何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
や
っ
て
く
る
地
震
か

家
具
転
倒
防
止

器
具
設
置
に
補
助

補助②

設
備
と
蓄
電
設
備
を
同
時
に
設
置
し
た
も
の

で
、
太
陽
発
電
設
備
を
対
象
と
す
る
電
力
需

給
契
約
を
電
力
会
社
と
締
結
し
需
給
開
始
日

か
ら
６
か
月
以
内
の
も
の
▼
町
税
滞
納
が
無

い
こ
と　

補
助
金
／
太
陽
光
発
電
設
備･

蓄

電
設
備
と
も
に
、
１
施
設
ご
と
に
設
置
に
要

し
た
費
用
の
２
分
の
１
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

補
助
金
上
限
額
は
次
の
通
り
で
す
（
千
円
未

満
の
端
数
切
り
捨
て
）
▼
太
陽
光
発
電
設
備

は
公
称
最
大
出
力
値
１
kW
当
た
り
１
万
円�

（
上
限
額
４
万
円
）
▼
蓄
電
設
備
は
蓄
電
容

量
１
kWh
当
た
り
６
万
円
（
上
限
額
36
万
円
）　

注
意
／
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
の
両

設
備
が
補
助
金
交
付
対
象
と
な
ら
な
け
れ
ば
、

補
助
金
交
付
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん　

問
合
せ
／
環
境

保
全
課

　

町
で
は
、
防
災
対
策
や
環
境
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
）

設
置
に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

雨
水
タ
ン
ク
は
、
浸
水
被
害
を
抑
制
す
る

だ
け
で
な
く
、
貯
め
た
雨
水
は
断
水
時
の
水

資
源
と
し
て
、
ま
た
、
普
段
は
庭
の
水
や
り

や
花
木
の
散
水
に
活
用
で
き
、
省
エ
ネ
に
も

有
効
で
す
。

■�

対
象
者
／
▼
町
内
に
所
有
ま
た
は
占
有
す

る
建
物
に
雨
水
タ
ン
ク
を
新
た
に
設
置
す

る
人
（
事
業
所
の
申
請
も
可
能
）
▼
町
税

の
滞
納
が
無
い
人

■�

補
助
金
の
対
象
設
備
／
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
も
の
。
▼
一
般
に
市
販
さ
れ
て

雨
水
タ
ン
ク

設
置
に
補
助

補助④

ら
、
家
具
の
転
倒
に
伴
う
ケ
ガ
や
逃
げ
場
を

失
う
な
ど
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
設
置
す
る

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
ま
で

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
65
歳
以
上
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

　

②
65
歳
以
上
の
人
だ
け
の
世
帯

　

③�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

■
事
業
の
内
容

　

居
住
す
る
住
宅
の
、
利
用
頻
度
が
高
い
寝

室
・
居
間
等
の
家
具
に
、
転
倒
を
防
止
す
る

た
め
の
器
具
を
取
り
付
け
ま
す
。

　

作
業
は
町
が
委
託
し
て
い
る
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

　

家
具
…
タ
ン
ス
、
本
棚
、
食
器
棚
な
ど

■
補
助
限
度
額

　

５
千
円

　
　

※��

設
置
費
用
額
が
５
千
円
を
超
え
る
場

合
は
実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
必
要
書
類
等

　

①
申
請
書
、
確
約
書
な
ど

　
　

総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
　

※�

借
家
の
場
合
は
、
家
主
の
承
諾
も
必

要
。

　

②
証
明
書
類
（
原
本
ま
た
は
コ
ピ
ー
）

　
　

�　

住
民
票
、
免
許
証
、
保
険
証
、
障
害

者
手
帳
な
ど

■
手
続
き
の
流
れ

　

①
申
請
書
の
提
出

　
　

�　

申
請
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押

印
し
、必
要
な
書
類
を
添
付
の
う
え
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
決
定
通
知

　

�　

申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
町
か
ら
決

定
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

　

③
取
り
付
け
の
実
施

　

�　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
日
程

を
連
絡
し
、
取
り
付
け
に
伺
い
ま
す
。

�

　

問
合
せ
／
総
務
課

　

町
で
は
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化
を

促
進
す
る
た
め
、
町
内
の
住
宅
用
太
陽
光
発

電
（
公
称
最
大
出
力
値
10�

kW
未
満
の
も
の
）

と
、
蓄
電
設
備
（
蓄
電
容
量
が
１

�

kWh
以
上
の

も
の
）
を
同
時
に
設
置
す
る
人
を
対
象
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
／
次
の
「
要
件
１
」
の
い
ず
れ
か
を

満
た
し
、
か
つ
「
要
件
２
」
の
全
て
を
満
た

す
も
の　

要
件
１�

▼
町
内
に
自
ら
が
居
住

す
る
住
宅
（
小
規
模
店
舗
等
を
併
設
し
た
も

の
を
含
む
。
た
だ
し
、
借
家･

共
同
住
宅
は

除
く
）
に
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
を

同
時
に
設
置
し
た
個
人
▼
太
陽
光
発
電
設
備

と
蓄
電
設
備
を
設
置
し
た
町
内
の
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
個
人　

要
件
２�

▼
太
陽
光
発

電
設
備
と
蓄
電
設
備
は
未
使
用
の
も
の
▼
太

陽
光
発
電
設
備
は
公
称
最
大
出
力
値
10�

kW
未

満
の
も
の
▼
蓄
電
設
備
は
蓄
電
容
量
が
１
kWh

以
上
の
も
の
▼
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

▼
平
成
28
年
４
月
１
日
以
後
に
太
陽
光
発
電

住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
備
と
蓄
電
設
備
の

設
置
に
補
助

補助③

暮らしに役立つ補助金あります

（
６
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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暮らしに役立つ補助金あります

い
る
貯
留
容
量
が
１
０
０
ℓ
以
上
で
密
閉

式
の
も
の
▼
新
た
に
購
入
し
設
置
す
る
も

の
▼
展
示
ま
た
は
販
売
（
建
物
と
一
体
的

に
販
売
す
る
場
合
を
含
む
）
の
用
に
供
す

る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
な
い
こ
と

■�
注
意
／
▼
購
入
前
に
、
必
ず
環
境
保
全
課

で
施
設
設
置
の
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
▼

補
助
対
象
と
な
る
雨
水
タ
ン
ク
の
基
数
は
、

１
建
物
に
つ
き
１
基
、
ま
た
、
同
一
申
請

者
か
ら
は
１
年
度
に
１
基
だ
け

■�

補
助
対
象
経
費
／
雨
水
タ
ン
ク
本
体
と
雨

ど
い
か
ら
の
分
岐
接
続
に
必
要
な
付
属
備

品
の
購
入
に
要
す
る
費
用

■�

補
助
金
額
／
前
記
の
補
助
対
象
経
費
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）
の
４
分
の
３
で
、
上

限
は
４
万
５
千
円

�

　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

不
要
に
な
っ
た
古
紙
や

古
布
等
は
、
分
別
し
て
地

域
の
集
団
回
収
や
古
紙
回

収
業
者
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
自
治
会
や
子

供
会
な
ど
が
取
り
組
む
古
紙･

古
布
等
の
集

団
回
収
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

■�

対
象
団
体
／
営
業
を
目
的
と
せ
ず
、
古
紙

類
を
定
期
的
・
継
続
的
に
資
源
回
収
業
者

に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
る
団
体
。
事
前

に
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

■�

対
象
古
紙
類
／
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー

ル
・
古
布
（
ウ
エ
ス
）･

雑
紙

古
紙
・
古
布
等
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
補
助

補助⑤

■
補
助
額
／
回
収
量
１
㎏
あ
た
り
５
円

�

　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

町
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や

田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど

の
農
業
用
機
械
を
購
入
す
る

人
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
支
援
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
購
入
前
に
購
入
す
る
農

業
用
機
械
の
カ
タ
ロ
グ
、
見
積
書
、
印
鑑
を

持
参
し
、
産
業
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⑴
認
定
農
業
者
補
助
事
業

　

京
力
農
場
プ
ラ
ン
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
認

定
農
業
者
が
50
万
円
以
上
の
農
業
用
機
械
を

購
入
し
た
際
、
７
万
円
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
／
京
力
農
場
プ
ラ
ン
に
中
核
的
担
い

手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
認
定
農
業

者
。

⑵
一
般
農
業
者
補
助
事
業

　

認
定
農
業
者
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な

い
、
町
内
に
在
住
し
て
い
る
販
売
農
家
が
50�

万
円
以
上
の
農
業
用
機
械
を
購
入
し
た
際
、

５
万
円
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
／
農
産
物
の
販
売
金
額
が
１
０
０
万

円
以
上
の
町
内
在
住
の
農
業
者
。
ま
た
は
米

の
販
売
額
が
50
万
円
以
上
の
町
内
在
住
の
農

業
者
（
販
売
金
額
確
認
の
た
め
、
平
成
28
年

の
青
色
申
告
決
算
書
の
写
し
等
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）。

　

※
⑴
、
⑵
と
も
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

以
下
の
項
目
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

▼
他
の
補
助
金
を
使
っ
て
購
入
し
た
機
械

農
業
用
機
械

購
入
に
補
助

補助⑥

で
な
い
こ
と
▼
個
人
で
購
入
す
る
機
械
で
あ

る
こ
と
▼
５
年
に
１
回
と
し
ま
す

�

　

問
合
せ
／
産
業
課

　

町
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見･

治
療
と
健

康
づ
く
り
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
、
半

日
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
料
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

　

①�

町
の
国
民
健
康
保
険
に
引
き
続
き
１
年

以
上
加
入
の
人
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
、
引
き
続
き
１
年

以
上
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

　

②
満
30
歳
以
上
の
人

　

③
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い
人

　

④�

申
込
時
に
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い

る
人

　

⑤�

特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

人
間
ド
ッ
ク･

脳
ド
ッ
ク
の

受
診
料
補
助

補助⑦

る
人

■
申
込
期
間

　

５
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮
に
、
申
込
人
の
国

民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
国
保
健
康
課
窓
口

へ
。
電
話
不
可

■
定
員　

表
①

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
先
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
落
選
者
を
優
先
）。
当

選
者
に
は
利
用
券
を
、
落
選
者
に
は
通
知
を

５
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
当
選
し
、
人
間

ド
ッ
ク
を
予
約
し
た
人
は
、
検
査
内
容
が
重

複
す
る
た
め
、
特
定
健
康
診
査
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額･

自
己
負
担
額　

表
②

　

補
助
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
は
３
割

相
当
で
す
。

■
そ
の
他

　

対
象
条
件
を
満
た
さ
な
い
人
、
抽
選
に
漏

れ
た
人
は
、
６
月
か
ら
始
ま
る
特
定
健
康
診

査
や
、
が
ん
検
診
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

表①�定員

区　分 人間ドック 脳ドック

国民健康保険
加入者 200人 100人

後期高齢者
医療制度加入者 40人 15人

※�人間ドック･脳ドック併用受診
をご希望の場合は、両方にお申
し込みください。

表②�補助額 ･自己負担額

区　分 婦人科
健　診

自　己
負担額

人間ドック
有 13,280円

無 12,310円

脳ドック ― 9,720円

人間ドック･
脳ドック併用

有 21,380円

無 20,410円
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町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で

の
５
か
年
の
一
般
会
計
に
係
る
財
政
見
通
し

を
示
し
た
「
中
期
財
政
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
27
年
度
決
算

で
実
質
単
年
度
収
支
が
黒
字
に
な
り
ま
し
た

が
、
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
の
厳
し
い
運

営
が
続
い
て
お
り
、
本
計
画
は
財
政
計
画
を

策
定
し
て
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
で

健
全
な
財
政
運
営
の
指
針
と
す
る
も
の
で
す
。

　

計
画
の
数
値
は
、
近
年
の
決
算
を
踏
ま
え
、

向
こ
う
３
年
間
の
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
実

施
計
画
を
ベ
ー
ス
に
推
計
し
て
い
ま
す
。

歳��

入

　

町
税
は
、
配
偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特
別

控
除
の
見
直
し
の
影
響
な
ど
を
考
慮
。
ま
た
、

平
成
30
年
度
及
び
平
成
33
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
を
見
据
え
、

前
回
の
下
落
率
な
ど
も
参
考
に
し
て
試
算
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
町
税
収
入
は
、
平
成
33
年

度
に
は
28
年
度
（
決
算
見
込
額
）
よ
り
約
４�

億
１
０
０
０
万
円
減
の
40
億
１
２
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
譲
与
税
や
利
子
割
交
付
金
な
ど
は
、

現
在
国
が
示
し
て
い
る
情
報
な
ど
を
基
に
試

算
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
の
普
通
交

付
税
は
、
不
確
定
要
素
が
多
い
た
め
試
算
し

て
い
ま
せ
ん
。

歳��

出

　

平
成
29
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
第
５
次

総
合
計
画
第
２
次
実
施
計
画
を
ベ
ー
ス
に
33

年
度
ま
で
５
年
間
の
歳
出
予
定
額
を
試
算
し

ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
配
置
予
定
職
員
数
を
基
に
試

算
、
平
成
33
年
度
に
は
28
年
度
比
で
約
２
３�

０
０
万
円
減
の
17
億
５
３
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

借
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費
は
、
平
成

33
年
度
に
４
億
５
３
０
０
万
円
（
平
成
28
年

度
比
４
２
０
０
万
円
増
）
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
で
は
、（
仮
称
）
さ
や
ま

こ
ど
も
園
の
整
備
や
佐
山
小
学
校
体
育
館
の

大
規
模
改
修
な
ど
で
事
業
費
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
具
体
的
に
実
施
計
画
に
位

置
づ
け
て
い
な
い
各
公
共
施
設
の
改
修
費
用

に
つ
い
て
は
予
定
額
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
施

設
の
老
朽
化
が
進
む
な
か
、
今
後
さ
ら
に
大

き
く
歳
出
が
増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

結
果
的
に
は
、
平
成
33
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
お
い
て
は
、
毎
年
度
、
財
源
不
足
が
生

じ
る
た
め
に
差
額
を
財
政
調
整
基
金
で
賄
う

こ
と
に
な
り
、
平
成
33
年
度
に
は
財
政
調
整

基
金
残
高
が
７
億
５
０
０
０
万
円
余
り
ま
で

減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
踏
ま
え
、
歳
入
に
お
い
て
は
、

財
源
の
確
保
と
し
て
国
や
京
都
府
の
補
助
事

業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
歳
出

に
お
い
て
は
、
行
政
改
革
や
事
務
事
業
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
徹
底
し
な
が
ら
、
経

常
経
費
の
削
減
や
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
、

財
源
不
足
が
生
じ
な
い
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

★

※
実
質
単
年
度
収
支

　

今
年
度
と
前
年
度
の
実
質
収
支
（
歳
入
歳

出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
控
除
し
た
額
）
の
差
額
か
ら
実
質
的
な

黒
字
要
素
（
財
政
調
整
基
金
積
立
金
、
地
方

債
繰
上
償
還
額
）
や
赤
字
要
素
（
財
政
調
整

基
金
取
崩
し
額
）
を
加
減
し
た
も
の
で
、
当

該
年
度
に
お
け
る
実
質
的
な
収
支
を
把
握
す

る
た
め
の
指
標
で
す
。

�

　

問
合
せ
／
行
財
政
課

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
指
針
に

平
成
29
～
33
年
度

中
期
財
政
計
画
を
策
定

4億3000万円

4億7900万円

61億9700万円

67億100万円
64億6600万円

グラフ　平成33年度までの歳入歳出決算見込額と基金繰入見込額
60億 65億 70億

歳出見込 71億2800万円歳出見込 71億2800万円
基金繰入 6億300万円 歳入見込 73億8700万円歳入見込 73億8700万円

68億200万円

68億1000万円

64億2200万円

65億6400万円

65億7200万円

2億8300万円

7億1900万円

平成
29年度

30年度

31年度

32年度

33年度

「久御山町中期財政計
画」の全容は、町ホー
ムページで公表してい
ます。
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税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
29
年
度
の

町
税
の
納
期
は
、

左
表
の
と
お
り
で

す
。
納
期
内
に
税
金
を
納
め
な
い
と
、
督
促

手
数
料
や
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

■
納
税
通
知
書
と
納
付
書
は
一
括
送
付

　
「
納
税
通
知
書
」
と
「
納
付
書
」
は
一
括

し
て
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
登
録
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
納
税
通
知
書
だ
け
お
送
り
し
ま
す
。

◆�

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
…
５
月
に
全

期
分
（
１
～
４
期
分
）
の
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。

◆�

町(

府)

民
税
…
６
月
に
全
期
分
（
１
～
４

期
分
）
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

◆�

国
民
健
康
保
険
税
…
６
月
に
全
期
分
（
１

～
10
期
分
）
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

◆�

軽
自
動
車
税
…
５
月
に
１
台
ご
と
に
納
付

書
を
作
成
し
、
納
税
義
務
者
ご
と
に
ま

と
め
て
送
付
し
ま
す
。

※�

町(

府)

民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
が
年
金

か
ら
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）さ
れ
る

人
は
、
納
期
が
異
な
り
ま
す
。「
納
税
通

知
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

税
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都

度
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
24
時
間
納
付
可
能

　

手
数
料
不
要
で
、
休
日
、
夜
間
を
気
に
し

な
く
て
も
よ
い
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア�

（
以
下
コ
ン
ビ
ニ
）
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

納
付
取
扱
コ
ン
ビ
ニ
は
、
納
付
書
の
裏
面

に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
バ
ー
コ
ー
ド

が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
で

　

町
へ
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
納
付
取
扱
場

所
に
出
向
い
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
納
付
に

行
く
暇
が
な
い
」、「
税
に
よ
っ
て
納
期
が
異

な
る
の
で
、
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま

う
」
な
ど
と
い
う
人
に
は
、
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。
便
利
で
納
め
忘

れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
利
用
で
き
る
税
金
は
、
▽
町

(

府)

民
税
▽
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
▽

軽
自
動
車
税
▽
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

■
口
座
振
替
の
手
続
き
は
？

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
取
引
の
あ
る
金

融
機
関(

取
扱
金
融
機
関)

へ
口
座
振
替
納
付

依
頼
書
と
預
金
通
帳
の
届
け
出
印
を
ご
持
参

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
納
付
依
頼
書
は
、
納
付
書
と
一
緒
に
送
付

し
ま
す
が
、
各
金
融
機
関
の
窓
口
に
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
銀
行
、
京
都
信
用
金
庫
、
京

都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
口
座

を
お
持
ち
の
人
は
、
役
場
税
務
課
へ
預
貯
金

口
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
専
用
の
機
械
に
暗
証
番
号
を
入
力
い
た

だ
く
だ
け
で
口
座
振
替
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

納
期
限
ご
と
に
自
動
的
に
口
座
か
ら
引
き
落

し
を
し
ま
す
。
一
度
申
し
込
む
と
、
翌
年
度
か

ら
も
継
続
し
て
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
の
で
、

毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
人
に
は
、
各
税
の
最
終
納
期
の
翌
月
に

「
領
収
済
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

■
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
？

　

預
金
残
高
不
足
等
の
た
め
に
引
き
落
と
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
金
融
機
関
等
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
税
務
課

　

町
で
は
、
役
場
庁
舎

の
ほ
か
、
小
・
中
学
校

や
保
育
所
、
幼
稚
園
、

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、

ゆ
う
ホ
ー
ル
、
い
き
い

き
ホ
ー
ル
な
ど
、
町
関

連
施
設
か
ら
排
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス(

二

酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、

一
酸
化
二
窒
素
な
ど)

の
削
減
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
排
出

し
た
温
室
効
果
ガ
ス
は
、

基
準
年
度
（
平
成
12
年

度
）
排
出
量
と
比
べ
て
約
23
・
３
％
削
減
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
、

照
明
器
具
の
こ
ま
め
な
消
灯
や
適
切
な
空
調

管
理
（
冷
房
28
℃
以
上
、
暖
房
19
℃
以
下
）

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ご
家
庭
や

事
業
所
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
第
４
期
計
画
を
策
定

　

町
で
は
、
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン�

（
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
）
の
第
４
期

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
４
期
計
画
で
は
、
平
成
33
年
度
ま
で
に

基
準
値
（
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
平
均
値
１
９
８
６
・

28
ｔ
‐
CO₂
）
か
ら
１
％
削
減
を
目
標
と
し
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す(

左
グ
ラ

フ)

。

【
第
４
期
計
画
の
主
な
取
り
組
み
】

　

▼
「
ノ
ー
・
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
実
施
…　

毎
月
１
回
、
職
員
の
自
動
車
通
勤
を
自
粛
▼

■町税の納期一覧

納期月 税目・期別

５月 固定資産税・都市計画税第
１期、軽自動車税全期

６月 町（府）民税第１期、国民健
康保険税第１期

７月 固定資産税・都市計画税第
２期、国民健康保険税第２期

８月 町（府）民税第２期、国民健
康保険税第３期

９月 国民健康保険税第４期

10月 固定資産税・都市計画税第３
期、国民健康保険税第５期

11月 町（府）民税第３期、国民健
康保険税第６期

12月 固定資産税・都市計画税第４
期、国民健康保険税第７期

１月 町（府）民税第４期、国民健
康保険税第８期

２月 国民健康保険税第９期

３月 国民健康保険税第10期
※口座振替の引き落としは各納
期の最終日となりますので、前日
までにご入金をお願いします。

平成12年度に比べ23. ３％削減

� �温室効果ガス
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ク
ー
ル
ビ
ズ
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施
▼
空

調
の
適
温
化
（
冷
房
28
℃
・
暖
房
19
℃
）
▼

昼
休
み
の
全
面
消
灯
及
び
半
消
灯
▼
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
運

転
の
実
施
▼
交
通
安
全
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
切

り
替
え

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　70歳代女性から、国民生活
センターに寄せられた相談です。
　国民生活センター等を名乗
る人から電話があり、「あな
たの個人情報が漏れて、通信
販売業者など３社に登録され
ている。名義を変更しなくて
はならない」と言われ、名義
を貸してくれるというＮＰＯ
法人に所属する人を紹介され
た。後日、その人から、「震災
関連の除染機械1,600万円を
名義変更前のあなたの名前で
購入してしまった。このまま
お金を払わないと、あなたも
警察に捕まってしまう」と言
われ、指示どおりに500万円
を小包で送った。その後、心
配で電話をかけたがつながら
ない。
　電話で国民生活センター等
の公的機関をかたり、「個人
情報が漏れている」などと話
し、最終的にお金をだまし取
る詐欺が後を絶ちません。国
民生活センター等がそういっ
た電話をかけることは絶対に

ありません。相手にせず、す
ぐに電話を切ってください。
　お金を渡してしまうと、取
り戻すことは極めて困難です。
決してお金を渡してはいけま
せん。また、電話に出ると切
りにくくなります。留守番電
話機能を利用して、かかって
きた電話には出ないで、必要
な相手にだけ電話をかけ直す
方法も有効です。
　「自分は絶対に引っ掛から
ない」と思うのは危険です。
万が一、トラブルに巻き込ま
れたら、ひとりで悩まず京都
府消費生活安全センター☎
075（671）0004、京都府山城
広域振興局商工労働観光室☎
0774（21）2103へご相談く
ださい。また、毎週木曜日に
は、役場で消費生活相談員が
無料相談をお
受けしていま
す。詳しくは、
役場産業課へ
お問い合わせ
ください。

　消防活動や水防活動をはじめ、火
災予防の警戒や防災指導など、災害
から地域の安全安心を守るため、昼
夜を問わず活動する久御山町消防団
の平成29年度役員が決まりました。
　現在、消防団は団長･副団長以下
２分団10部と女性消防団で編成さ
れ、団員数は195人です。消防団活
動にご協力お願いします。
� 問合せ／消防本部

110番消費生活消費生活 vol.222

国民生活センター等を名乗るニセ電話
絶対にお金を渡さない

消防団の役員が
決まりました

平成29年度久御山町消防団役員　敬称略
団　長 久乗清和
副団長 村田和弘
副団長 田口浩嗣

第
１
分
団

分団長 末葊健志
副分団長 溝口貴秀
副分団長 阪本浩一
第１部（佐古地区） 部長 松本和教
第２部（市田地区） 部長 茨木将圭
第３部（佐山地区） 部長 信貴惠太
第４部（栄地区） 部長 澤﨑誠造
第５部（林地区） 部長 畑政明

第
２
分
団

分団長 田中　望
副分団長 寺内優介
副分団長 𠮷川和孝
第１部（北川顔・藤
和田・大橋辺地区）部長 井上准一

第２部（坊之池・野
村地区） 部長 伊澤彰浩

第３部（東一口・西
一口地区） 部長 川﨑弘明

第４部（相島・中島
・森地区） 部長 南　貴也

第５部（下津屋・田
井・島田地区） 部長 上島慶彦

女性消防団 部長 稲葉和代
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こ
ど
も
の
読
書
週
間
記
念�

　
　
　
「
お
た
の
し
み
会
」

　

こ
ど
も
の
読
書
週

間
（
４
月
23
日
～
５
月

12
日
）
を
記
念
し
て

「
お
た
の
し
み
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
・
お
友
だ
ち
と
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
５
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

内

容
／
マ
ジ
ッ
ク
＆
腹
話
術
及
び
大
型
絵
本

の
読
み
聞
か
せ　

問
合
せ
／
図
書
館

生
涯
学
習
事
業
開
講
式

　

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
意
欲

に
応
え
る
た
め
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
や
中
央
公

民
館
で
各
種
の
教
室
・
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
活
動
に
あ
た
っ
て
、「
生

涯
学
習
事
業
開
講
式
」
を
開
催
し
ま
す
。

講
座･

教
室
な
ど
の
受
講
生
だ
け
で
な
く
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ

の
事
業
は
、
平
成
29
年
度
第
1
回
久
御
山

町
い
き
が
い
大
学
と
し
て
、
併
せ
て
開
催

し
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
30
日
㈫　

午
後
１
時
45
分

～
３
時
45
分　

場
所
／
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル　

内
容
／
講
演
「
～
40
年
の
取
材
体
験

を
交
え
て
～
輝
く
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
生

き
抜
く
法
」�

講
師
：
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー�

羽
川
英
樹
さ
ん　

受
講
料
／
１
０
０

円
（
当
日
会
場
で
徴
収
）　

問
合
せ
／
社

会
教
育
課

お
茶
の
魅
力
を
味
わ
う

　

新
茶
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
月

は
「
お
茶
」
に
関
す
る
お
す
す
め
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

お
・
す
・
す
・
め
・
本

日
本
茶
の
事
典

ス
タ
ジ
オ
タ
ッ
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

　

お
い
し
い
日
本
茶
の
淹
れ
方
、
茶
器

選
び
の
ポ
イ
ン
ト
、
茶
道
の
心
得
、
日

本
茶
を
使
っ
た
料
理
な
ど
を
紹
介
。

京
都
は
お
茶
で
で
き
て
い
る

　

暮
ら
す
旅
舎
／
編　

青
幻
舎

　

日
々
お
茶
を
楽
し
む
京
都
の
人
々
を

紹
介
。
ま
た
、
お
茶
の
生
産
者
、
抹
茶

ス
イ
ー
ツ
、
お
茶
漬
け
の
友
な
ど
も
紹

介
。

す
が
た
を
か
え
る
た
べ
も
の
し
ゃ
し
ん

え
ほ
ん
７　

お
茶
が
で
き
る
ま
で�

�

（
児
童
書
）

宮
崎
祥
子
／
構
成
・
文

白
松
清
之
／
写
真　

岩
崎
書
店

　

み
ず
み
ず
し
い
お
茶
の
葉
が
、
昔
な

が
ら
の
手
作
業
で
お
い
し
い
お
茶
に
な

る
ま
で
を
追
い
か
け
る
写
真
絵
本
。

ね
こ
じ
た
な
の
に
お
茶
が
す
き

�

（
児
童
書
）

今
江
祥
智
／
文

さ
さ
め
や
ゆ
き
／
絵　

淡
交
社

　

気
む
ず
か
し
そ
う
な
じ
い
さ
ま
の
家

で
、
名
な
し
の
子
猫
が
お
茶
を
い
た
だ

く
…
。ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
「
茶
の
湯
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
。

今
月
の

��

テ
ー
マ

������

図
書

回帰
今野　敏／著　幻冬舎

　大学近くでの車の爆発死亡事故。
ほどなく宗教テロと疑われるが、捜
査一課の樋口は、上司から元部下の
関わりを打ち明けられる。

無意味な人生など、ひとつもない
五木　寛之／著　ＰＨＰ研究所

　「こころの傷があなたを支えてく
れる」「歓び上手のススメ」など長年
「生きること」と向き合ってきた著
者が贈るメッセージ集。

ふたりユースケ
三田村　信行／作　理論社

　伝説の神童の生まれ変わり―。田
舎へ引っ越して早々、顔と名前が似
ていたため注目の的となった勇介。
うれしさもつかの間で…。

ぼくのもものき
広野　多珂子／文･絵　福音館書店

　ももがベランダでも育てられるっ
て本当!?もものきの世話を通じて成
長する男の子のおはなし絵本。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

●

す
で
日
館
休
は

  1 2 3 4 5 6 

 7 8 9 10 11 12 13  

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29 30 31

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

５月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時
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nformation

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

７
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト　

５
月
28
日
㈰

　

オ
ー
プ
ン
７
周
年
を
迎
え
た
ま
ち
の
駅
ク

ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
で
は
、
７
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
新
鮮
野
菜
な
ど
特

産
品
の
販
売
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ほ

か
、
多
彩
な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■�

日
時
／
５
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後

３
時

■
主
な
内
容

◇�

特
産
品
等
の
販
売
…
新
鮮
野
菜
、
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
、
た
こ
焼
き
、
ケ
ー
キ
、
和

菓
子
、
ほ
う
じ
茶
、
多
肉
植
物
、
陶
器

な
ど
の
販
売

◇�

劇
団
『
虹
色　

ど
ん
ぐ
り
』
に
よ
る
公
演

…
「
Ｉ
Ｔ
’Ｓ�

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ�

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
」

◇�

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
…
地
元
で
活
動
し
て
い
る
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
が
練
習
の
成
果
を
披
露

◇
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
の
詰
め
放
題

◇
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

◇�

音
楽
ラ
イ
ブ
…
地
元
出
身
の
Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
と

Ｖ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ

催
し

◇�

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
投
票
受
付
…
「
ラ

ジ
オ
塔
と
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

募
集
し
た
作
品
を
展
示
し
、
投
票
を
受

け
付
け
ま
す
。

�

問
合
せ
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
直
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
等

が
合
同
で
野
菜
な
ど
を
直
売
す
る
「
福
菜
市
」

を
開
催
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
一
生
懸

命
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
を
用
意
し
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
13
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

３
時　

※
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催　

場
所

／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販
売
商
品
／
季

節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼

き
菓
子
な
ど　

問
合
せ
／

京
都
府
山
城
北
保
健
所
福

祉
室
☎
０
７
７
４（
２
１
）

２
１
９
３

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
会
社
（
求
人
）
説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、「
求
人
を
希
望
す
る
事
業
所
」

と
「
働
き
た
い
人
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

会
社
説
明
会
（
求
人
説
明
会
）
を
毎
月
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
参
加
事
業
所
は
、
広
瀬
鈑
金
工
業

㈱
（
自
動
車
部
品
製
造
業
）、
西
田
製
凾

㈱
（
梱
包
資
材
製
造
販
売
業
）、
山
内
工
業

㈱
（
ダ
ク
ト
製
作
・
据
付
業
）、
㈲
本
杉
工

機
（
モ
ー
タ
ー
整
備
業
）
で
す
。
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
５
月
17
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時�

（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）　

場
所
／
ク
ロ
ス

ピ
ア
く
み
や
ま
２
階　

問
合
せ
／
産
業
課

課
程
対
応
で
す
。
事
前
申
込
に
よ
り
保
育
ル

ー
ム
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
16
日
～
９
月
５
日
の
毎
週
火

曜
日
（
７
月
18
日
、
８
月
15
日
は
休
講
）　

午

後
７
時
～
９
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

対

象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

定
員
／

10
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）　

申
込

・
問
合
せ
／
５
月
９
日
㈫
ま
で
に
住
民
福
祉

課
へ
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
可

家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

の
日
常
の
介
護
疲
れ
を
癒
し
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
交
流
会
を

開
き
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
31
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
滋
賀
県
彦
根
市　

対
象
／
在

宅
で
介
護
を
要
す
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る
人　

内
容
／
彦
根
城
散
策
、
昼
食
交
流
会　

定
員

／
先
着
15
人　

費
用
／
千
円　

申
込
・
問
合

せ
／
５
月
２
日
㈫
～
15
日
㈪
に
住
民
福
祉
課

へ
。
電
話
可

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
５
月
９
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育

所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在
住

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着
替

え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参

し
、
実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒

21
‐
８
）
☎
０
７
７
４（
４
６
）０
６
８
８
、

０
７
８
０

�

手
話
教
室

　

初
心
者
向
け
の
教
室

で
、
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹

介
が
で
き
る
手
話
を
学
び

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

な
お
教
室
は
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

2017 5 May

■城南勤労者福祉会館の教室　※他のコースもあります

講座名 受�付
開始日

期間
（曜日）

開講
時間 回数 募集定員 受講料等

ステンド
グラス教室

５/18
㈭～

６/17 ～
８/26 ㈯

９：30～
12：00 10 初心者3

経験者6
教材費　9,000円
初心者　5,000円
経験者10,000円

健康ストレッ
チ教室

５/23
㈫～

６/23 ～
７/28 ㈮

10：00～
12：00 5 30 2,500円

■城南地域職業訓練センター講座　パソコン講座 (一般コース）　※他のコースもあります
ワード
中級

５/10
㈬～

６/10 ～
７/22 ㈯

９：30～
12：00 7 20 17,500円

パワー
ポイント

５/12
㈮～

６/12 ～
６/29（月・木）

18：30～
21：00 6 20 15,000 円
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ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り　

５
月
14
日
㈰

　

第
22
回
「
ふ
れ
あ
い
福
祉

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
地
域
福
祉
に
関
係
す

る
48
団
体
が
参
画
。
展
示
や

模
擬
店
な
ど
の
の
ほ
か
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
啓
発
ブ
ー
ス
や
子
ど
も
向
け

お
も
ち
ゃ
作
り
の
コ
ー
ナ
ー
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
ブ
ー
ス
も
並
ぶ
予
定
で
す
。
ま
た
、

当
日
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
く
み
や
ま
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時　

場
所
／
役
場
中
庭
交
流
広
場
、

中
央
公
民
館
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー　

内
容
／

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
健
康

コ
ー
ナ
ー
な
ど　

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協

議
会お

も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お

も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
45
分
～

午
後
２
時
30
分
。
修
理
受
付
は
午
後
２
時
ま

で　

場
所
／
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
会

場　
（
町
中
央
公
民
館
）　

修
理
費
／
無
料
。

部
品
交
換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

そ
の

他
／
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す　

そ
の
他
／
予
約
不
要
。
当
日
修
理

会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
使
わ
な
く
な
っ

た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
の
寄
附
を
お
受
け
し
て

い
ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会
へ

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
15
日
㈪　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

集
合
場
所
／
総
合
体
育
館　

内
容
／

い
ち
ご
狩
り
。
イ
チ
ゴ
の
生
育
状
況
に
よ
り

日
程
変
更
の
場
合
あ
り　

対
象
／
未
就
園
の

子
ど
も
と
保
護
者　

定
員
／
先
着
20
組　

参

加
費
／
１
組
２
０
０
円　

申
込

・
問
合
せ
／
５
月
２
日
㈫
～
11

日
㈭
に
同
協
議
会
へ

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
を
設
け
て
、
遊
び
や
学
習
、

ご
飯
作
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
の
応

援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
か
ら
の
参

加
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料
費

１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
町
母
子
寡
婦�

（
さ
つ
き
）
会　

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７�

４（
４
５
）０
２
８
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）

歩
こ
う
会�

万
博
公
園
ウ
ォ
ー
ク

　

い
ろ
い
ろ
な
花
を
見
る
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

　

日
時
／
５
月
22
日
㈪　

京
阪
淀
駅�

午
前
９

時
集
合
。
雨
天
の
場
合
（
降
水
確
率
40
％
以

上
）
は
23
日
㈫
に
延
期　

行
先
／
千
里
ヶ

丘
、
万
博
記
念
公
園
（
６
㎞
）　

参
加
費
／
交

通
費
１
５
０
０
円　

持
ち
物
／
弁
当
、
飲

物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
敷
物
、
ゴ
ミ
袋
な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／
同
会
の
安
西
修
二
さ
ん
☎

０
７
７
４（
４
３
）６
０
３
２

ゴ
ル
フ
練
習
会

　

日
時
／
５
月
～
11
月
の
第
３
土
曜
日　

午

後
６
時
～
９
時　

場
所
／
城
陽
オ
レ
ン
ジ
ゴ

ル
フ
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市
寺
田
大
川
原
52
‐

１
）
☎
０
７
７
４（
５
４
）０
２
０
８　

対
象

／
久
御
山
町
ゴ
ル
フ
協
会
会
員　

費
用
／
１�

６
５
０
円
（
打
ち
放
題
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
プ

ロ
の
指
導
あ
り
）　

申
込
／
当
日
、
同
セ
ン
タ

ー
へ
集
合
。
予
約
不
要　

主
催
／
同
協
会　

問
合
せ
／
同
協
会
会
長�

小
坂
守
さ
ん
☎
０
７�

７
４（
４
１
）７
２
２
３

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た
め
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　

お
茶
の
ふ
る
さ
と
宇
治
田

原
町
で
、
茶
摘
み
や
茶ち

ゃ
か
ぶ
き

香
服

の
体
験
を
し
た
り
、
地
元
特

産
品
を
使
っ
た
「
ふ
る
さ
と
弁
当
」
を
食
べ

な
が
ら
交
流
を
し
ま
す
。
要
約
筆
記
サ
ポ
ー

ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

日
時
／
５
月
28
日
㈰　

午
前
11
時
～
午
後

３
時
（
帰
着
予
定
午
後
４
時
頃
）　

場
所
／

（有料広告）

区分 水曜開催 金曜開催

5月 3日、10日、
17日、31日

5日、12日、
19日

6月 7日、14日、
21日、28日

2日、9日、16日、
23日、30日

時間 午後４時30分～８時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、夕
食作り

ほっとハウス「チエさん」は、ゆう
ホール角の信号のある交差点を北へ
約30㍍。
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nformation

宇
治
田
原
町
21
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾
茶
園
・

宇
治
田
原
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

集
合
場

所
／
午
前
９
時
55
分　

久
御
山
町
役
場
前�

（
バ
ス
は
午
前
10
時
出
発
）　

対
象
／
京
都

府
在
住
で
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る

人
と
そ
の
家
族
、
聴
覚
障
害
福
祉
関
係
者
、

関
心
の
あ
る
人　

参
加
費
／
２
８
０
０
円�

（
バ
ス
代
・
食
事
代
・
体
験
料
）　

申
込
・

問
合
せ
／
５
月
17
日
㈬
ま
で
に
京
都
府
聴
覚

言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口

11
番
64
）
☎
０
７
７
４（
３
０
）９
０
０
０
FAX

０
７
７
４（
５
５
）７
７
０
８
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話
、
は
が
き
可

陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事　

５
月
21
日
㈰

　

大
久
保
駐
屯
地
が
一
般
開
放
さ
れ
、
記
念

式
典
や
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
21
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後

　

日
時
／
６
月
４
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら　

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対
象
／

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
者
（
高
校
生

以
上
）
及
び
所
属
ク
ラ
ブ
員　

種
目
／
男
女

各
ダ
ブ
ル
ス　

参
加
費
／
１
ペ
ア
千
円
（
当

日
徴
収
）　

申
込
／
５
月
21
日
㈰
ま
で
に
同

事
務
局
へ
。
電
話
可

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
の
整
備
や
利

用
、
環
境
に
関
す
る
要
望
を
把
握
す
る
た

め
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
期
間
／
７
月
～
平
成
30
年
６
月　

活

動
内
容
／
宇
治
川
・
木
津
川
に
行
き
、
見
た

こ
と
・
感
じ
た
こ
と
を
月
１
回
以
上
報
告　

応
募
資
格
／
町
内
の
宇
治
川
・
木
津
川
沿
川

に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
持
っ
て
い
る
人　

謝
礼
／
月

４
５
０
０
円
程
度　

申
込
／
淀
川
河
川
事
務
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
付　

問
合
せ
／
同
事
務

所
管
理
課
☎
０
７
２（
８
４
３
）２
８
６
１

３
時
30
分　

場
所
／
陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐

屯
地　

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い　

問
合
せ

／
同
駐
屯
地
司
令
業
務
室
☎
０
７
７
４（
４�

４
）０
０
０
１

６
月
25
日
㈰

京
都
府
警
察
音
楽
隊
演
奏
会

　

京
都
府
警
察
音
楽
隊
で
は
、
府
民
と
警
察

を
結
ぶ
演
奏
活
動
の
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト

ロ
ー
ル
in
精
華
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
６
月
25
日
㈰　

午
後
２
時
開
演�

（
午
後
１
時
開
場
）　

場
所
／
け
い
は
ん
な

プ
ラ
ザ
（
精
華
町
光
台
一
丁
目
７
番
地
）　

演
目
／
京
都
廣
学
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
と

の
合
同
演
奏
な
ど　

入
場
整
理
券
／
京
都
府

警
察
広
報
セ
ン
タ
ー
、
宇
治
警
察
署
、
各
交

番
で
配
布　

そ
の
他
／
駐
車
場
５
０
０
台
収

容
可
。
無
料
。
天
候
等
に
よ
り
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す　

問
合
せ
／
京
都
府
警
察
本

部
広
報
応
接
課
☎
０
７
５（
６
４
２
）５
９
７
２

ふ
る
さ
と
教
室　

参
加
者
募
集

　

町
で
は
、
地
域
文
化
の

再
発
見
と
ふ
る
さ
と
久
御

山
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
ふ
る
さ
と

教
室
を
開
き
ま
す
。

　

日
程
／
年
間
４
回
（
春
・
夏
・
秋
・

冬
）、
詳
細
未
定　

対
象
／
18
歳
以
上
の
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
で
４
回
と
も
参
加
で

き
る
人　

内
容
／
①
文
化
・
歴
史
の
講
座
②

町
内
文
化
財
等
見
学
③
・
④
町
外
文
化
財
等

見
学　

定
員
／
30
人
（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）　

申
込
／
５
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮
に
、

必
ず
本
人
が
社
会
教
育
課
へ
来
庁
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
本
人
以
外
の

申
込
は
受
け
付
け
ま
せ
ん　

費
用
／
入
館
料

・
拝
観
料
・
昼
食
な
ど　

問
合
せ
／
社
会
教

育
課町

総
体
の
参
加
者
募
集

　

町
体
育
協
会
（
事
務
局
総
合
体
育
館
内
）

で
は
、
次
の
町
総
合
体
育
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。問
合
せ
は
同
事
務
局
へ
。

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

日
時
／
６
月
４
日
㈰　

午

前
９
時
か
ら　

場
所
／
総
合

体
育
館　

対
象
／
町
内
在
住

ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
の

男
女
各
チ
ー
ム
（
高
校
生
不
可
）　

募
集
数

／
先
着
６
チ
ー
ム　

参
加
費
／
１
チ
ー
ム
千

円
（
当
日
徴
収
）　

申
込
／
５
月
21
日
㈰
ま

で
に
同
事
務
局
へ
。
電
話
不
可

■
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

（有料広告）

くずは　弁護士　facebook
☎072－856－4567

平成 29 年 3月にオープンした
弁護士事務所です。
初回相談に限り、
相談料 30分（5400 円）を値引
するキャンペーン中です。
弁護士　河内　茂治（大阪弁護士会所属）
〒573-1111 大阪府枚方市楠葉朝日 2丁目 4－11－201

町
民
プ
ー
ル
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　

町
民
プ
ー
ル
の
監
視
員
と
事
務
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

期
間
／
７
月
15
日
㈯
～
８
月
31
日
㈭　

時
間
／
①
監
視
員
：
午
前
９
時
～
午
後
５

時
15
分
（
実
働
6.5
時
間
）
②
事
務
員
：
午

前
９
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分
（
実
働
７

時
間
）　

応
募
資
格
／
18
歳
以
上
の
人

で
、
７
月
２
日
㈰
の
普
通
救
命
講
習
会
及

び
業
務
説
明
会
に
参
加
で
き
る
人
（
高
校

生
を
除
く
）　

募
集
人
数
／
①
30
人
②
８

人　

賃
金
／
①
平
日
７
１
５
０
円
②
平
日

６
０
２
０
円　

面
接
／
６
月
10
日
㈯
・
11

日
㈰
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
午
前
11
時
～
正
午
を
除
く
）　

申
込

・
問
合
せ
／
６

月
９
日
㈮
ま
で

に
写
真
を
貼
っ

た
履
歴
書
を
持

参
し
、
町
文
化

ス
ポ
ー
ツ
事
業

団
（
総
合
体
育

館
内
）
へ
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工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成

29
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要

な
統
計
で
す
。

　

調
査
時
点
は
６
月
１
日
で
す
。
５
月
中
旬

か
ら
調
査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調

査
票
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

問
合
せ
／
行
財
政
課

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

９
月
27
日
㈬
ま
で
で
す

　

町
で
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策

分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
３
月
下
旬
に

申
請
書
等
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
案

内
等
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
該
当
す
る
人
は

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
等
を

し
、
必
要
に
応
じ
て
本
人
確
認
書
類
や
振
込

先
金
融
機
関
口
座
確
認
書
類
等
を
添
付
の
う

え
、
９
月
27
日
㈬
ま
で
に
役
場
住
民
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

給
付
金
を
か
た
っ
た
詐
欺
に
要
注
意

　

給
付
金
の
支
給
手
続
き
な
ど
で
、
国
や
町

の
職
員
が
電
話
で
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
聞
き
出
し
た
り
、
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
案
内

な
ど
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
や
郵
便
が
届
い
た
り
し
た

お
し
ら
せ

ら
、
迷
わ
ず
町
や
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た

は
、
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
奨
学
金

　

京
都
府
で
は
、
母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
奨
学
金
の
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

申
請
が
遅
れ
る
と
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支

給
と
な
り
、
支
給
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
期

限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
京
都
府
の
他
の
奨
学
金
制
度
と
併

給
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
併
給
調
整
が
行
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
／
乳
幼
児
～
高
校
生
の
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
親
な
ど　

申
込

・
問
合
せ
／
５
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
子
育
て

支
援
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
民
生
児
童

委
員
ま
た
は
、
ひ
と
り
親
福
祉
推
進
員
の
証

明
を
受
け
、
同
課
へ

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に

上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
制
度
で
す

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
従
事
者
が
よ
り
安

心
し
て
老
後
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。
加
入
対
象
や
保
険
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■�

加
入
対
象
者
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
月
額
４
０
０
円
の
付
加
年
金
に
加

入
必
要
）
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
。

■�

年
金
の
種
類
／
納
め
た
保
険
料
と
、
そ
の

運
用
益
に
よ
り
年
金
額
が
決
ま
る
積
立

方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の
年
金
で
す
。

■�

保
険
料
／
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千

円
（
千
円
単
位
）
の
間
で
、
保
険
料
は

自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
随
時
、

見
直
し
で
き
ま
す
。

■�

税
制
上
の
優
遇
措
置
／
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に

つ
な
が
り
ま
す
。

■�

年
金
の
受
給
／
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
生

涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ

る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
に
相
当
す
る
額

が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

�

問
合
せ
／
町
農
業
委
員
会
事
務
局

�

（
産
業
課
内
）

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布

団
、
掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消

毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具
の
衛
生

的
な
管
理
が
困
難
な
人
（
同
世
帯
に
管
理
が

で
き
る
人
が
い
る
場
合
は
除
く
）　

対
象
寝
具

／
敷
布
団
、
掛
布
団
、
毛
布
各
１
枚　

※
コ

タ
ツ
布
団
は
不
可　

費
用
／
敷
布
団
・
掛
布

団
（
綿
・
化
繊
・
羊
毛
・
羽
毛
）　

２
７
０

円
、
毛
布　

１
６
２
円　

回
収
日
／
５
月
22

日
㈪　

納
品
日
／
５
月
29
日
㈪
配

達　

申
込
・
問
合
せ
／
５
月
12
日

㈮
ま
で
に
、
住
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
等
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
支
援

　

町
で
は
、
近
年
増
加
し
て
い
る
高
齢
者
等

（有料広告）
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nformation

に
よ
る
交
通
事
故
の
減
少

を
目
的
に
、
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
を
支
援
す
る

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■�
対
象
／
久
御
山
町
在
住

で
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
高

齢
者
も
し
く
は
心
身
の
状
態
に
よ
り
返

納
し
た
人　

■�

支
援
内
容
／
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
１
枚
３
千

円
分
（
カ
ー
ド
保
証
金
５
０
０
円
含
む
）

ま
た
は
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
利
用

回
数
券
３
千
円
分
を
１
回
に
限
り
発
行

し
ま
す
。
な
お
、「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
は
、
発

行
に
約
１
か
月
の
日
数
が
か
か
り
、
再

度
、
窓
口
に
受
け
取
り
に
来
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■�

申
請
・
問
合
せ
／
５
月
１
日
㈪
か
ら
受

付
。
印
鑑
と
公
安
委
員
会
が
発
行
す
る
運

転
経
歴
証
明
書
も
し
く
は
運
転
免
許
の

取
消
通
知
書
を
持
参
し
、
都
市
整
備
課
へ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す

　

自
動
車
税
は
、
５
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
る

納
税
通
知
書
に
よ
り
、
お
近
く
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
郵
便
局
等
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ま
た
は
京
都
府
の
納
税

窓
口
で
、
５
月
31
日
㈬
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
税
務
室

☎
０
７
７
４（
２
３
）５
４
０
０

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

は
、
原
則
と
し
て
３
年
以
内
ご
と
に
、
都
道

府
県
知
事
が
行
う
危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保

安
に
関
す
る
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
保
安
講
習
を
受
講
し
な
い
場
合
は
、

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

日
時
／
６
月
23
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分　

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
宇
治
市
宇
治
琵
琶
）　

定
員
／
１
８
０

人　

申
請
／
５
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮�

午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１
時
を

除
く
）
に
申
請
書
を
、（
一
社
）
京
都
府
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会
（
京
都
市
上
京
区
西
洞

院
通
下
立
売
上
ル
京
都
府
庁
西
別
館
３
階
☎

０
７
５（
４
１
５
）０
０
３
８
）
へ
。
※
申
請

書
は
、
町
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
５
月
２
日
㈫　

①
午
前
10
時
～
午

後
３
時
②
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
①
役

場
１
階
相
談
室
１
②
ゆ
う
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン

相
談

テ
ィ
ア
ル
ー
ム

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
５
月
９
㈫
、
23
日
㈫�

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・
電

話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
。

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）　

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

場
所
／
教

育
相
談
室
（
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
）　

※
電
話

で
教
育
相
談
室
へ
予
約
を
☎
０
７
７
４�

（
４
６
）５
６
４
０

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時�

※
祝
日
を
除
く　

場
所
／
役
場
２
階

会
議
室
22

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
５
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
５
月
２
日

㈫
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

カ
ラ
ス
被
害
を
防
ぐ
に
は

　

カ
ラ
ス
は
視
覚
で
え
さ
を
探
し
、
横
か

ら
つ
つ
き
、
引
っ
張
る
の
が
得
意
で
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ラ
ス
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
ご
み
出
し
方
法
の
工
夫
が
必
要

で
す
。

方
法
１　

生
ご
み
を
減
ら
す

　

生
ご
み
は
、
カ
ラ
ス
に
と
っ
て
は
食
糧

と
な
り
ま
す
。
生
ご
み
が
少
な
い
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
カ
ラ
ス
は
寄
り
付
き
ま

せ
ん
。
食
材
は
で
き
る
だ
け
使
い
切
り
、

食
べ
残
し
も
無
い
よ
う
に
し
て
、
生
ご
み

を
出
さ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

方
法
２　

ご
み
出
し
の
時
間
を
守
る

　

前
日
の
夜
間
に
ご
み
出
し
を
す
る
と
、

カ
ラ
ス
被
害
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

長
時
間
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

猫
が
荒
し
、
そ
の
後
に
カ
ラ

ス
が
荒
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
き
れ
い
な
環
境
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
ご
み
出
し

の
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

方
法
３　

カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る

　

カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と
き
は
、

ご
み
を
ネ
ッ
ト
で
完
全
に
包
み
込
み
、
は

み
出
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト

が
飛
ん
だ
り
、
通
行
の
邪
魔
に
な
ら
な
い

よ
う
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
ご
希
望
の
自
治
会
等
に
「
ご

み
散
乱
防
止
ネ
ッ
ト
」
の
貸
し
出
し
を
行

い
、
ま
ち
の
美
化
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※　バーコードの印字がない納付書は使用できません。
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【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
５
月
25
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み

に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　

日
時
／
５
月
２
日
㈫　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７　

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
11
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
５
月
11
日
㈭
、
25
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　

�　

申
込
は
５
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
～

７
日
㈰
午
後
９
時

　
　
【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
５
月
７
日
㈰
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

親
子
天
体
教
室

　

日
時
／
５
月
３
日
㈷�

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30

分　

対
象
／
小
学
生
と
そ

の
保
護
者　

内
容
／
星
や

星
座
の
見
つ
け
方
と
望
遠
鏡
の
操
作
を
学
習　

定
員
／
10
組

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
５
月
３
日
㈷��

午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分
＝
月
と
木
星
を
観
察
、
20
日
㈯�

午
後
８
時
～
９
時
＝
木
星
と
春
の
星
座
を
観

察
。受
付
は
当
日
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
。

雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止　

対
象
／
星
空

に
興
味
の
あ
る
人
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴� 町

の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
５
月
７
日
㈰
・
20
日
㈯　

い
ず
れ

も
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
の
小
学
２
年
生
以
上
（
大
人
だ
け
の

参
加
可
）　

内
容
／
漢
字
学
習
と
書
写
教
室

を
同
時
並
行
開
催　

定
員
／
20
人

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
５
月
10
日
㈬

・
24
日
㈬�

午
前
10
時
～

11
時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生
の

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
童
謡
な
ど
を
楽
し
く
歌

い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不
要
。
当
日

直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代
だ
け
必
要

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
５
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
小
学
校
で
習
う
漢
字

か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／
30

人
。
申
込
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ　

費
用

／
１
０
０
円

は
じ
め
て
の
日
曜
大
工

　

日
時
／
５
月
14
日
㈰��

①
午
前
９
時
～
正

午�

②
午
後
２
時
～
５
時�

※
①
②
の
い
ず
れ

か
選
択　

対
象
／
町
内
在
住

の
小
学
生
以
上
（
小
学
生
・

親
子
・
大
人
だ
け
の
参
加
可
）　

内
容
／
釘
う
ち
と
接
着　

定

員
／
各
10
人　

費
用
／
１
０
０
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
５
月
17
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
15
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
ア
フ
リ

カ
の
女
王
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込

不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
５
月
18
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り　

定
員
／
30
人
。
申
込
不

要
。
当
日
直
接
会
場
へ

歩
き
遠
足

　

日
時
／
５
月
21
日
㈰�

午
前
９
時
～
午
後

３
時
30
分
。
中
央
公
民
館
前
集
合　

対
象
／

町
内
在
住
の
小
学
生
以
上　

内
容
／
歩
い
て

男
山
と
さ
く
ら
で
あ
い
館
に
行
き
ま
す　

定

員
／
20
人

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
５
月
27
日
㈯�

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎

か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
５
月
27
日
㈯　

午
後
２
時
～
４
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
。
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
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顕
微
鏡
の
使
い
方
を
学
習　

定
員
／
10
組

大
人
木
工
教
室

　

日
時
／
５
月
28
日
㈰�

午
前
９
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
電
動
糸
ノ

コ
を
使
っ
て
木
工
作　

定
員
／
８
人　

費
用

／
２
０
０
円

　
　
　

申
込
は
５
月
２
日
㈫�

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
５
月
７
日
㈰
・
21
日

㈰=

午
前
10
時
～
10
時
40
分
、

５
月
15
日
㈪
・
25
日
㈭=

午
後

７
時
～
７
時
40
分
。
い
ず
れ
か
一
日
選
択　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
。
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
料
だ
け
必
要　

そ
の
他
／
顔
写
真
（
2.5�

cm

×
２

�

cm
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
５
月
13
日
㈯�

午
前
９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
人　

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

総
合
体
育
館
の
催
し

費
用
／
８
５
０
円
（
琵
琶
湖
博
物
館
の
入
場

料
も
含
む
）

　
【
休
館
日
】�

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

を
除
く
）、
月
曜
日
、
祝
日

お
や
こ
ひ
ろ
ば

　

日
時
と
場
所
／
５
月
12

日
㈮�

保
健
セ
ン
タ
ー
す

こ
や
か
ル
ー
ム
、
５
月
26

日
㈮�

地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
２
階
視
聴
覚
室
。
い
ず
れ
も
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

日
曜
開
館

　

日
時
／
５
月
14
日
㈰　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用

は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
５
月
19
日
㈮　

午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分　

場
所
／
リ
ー
ヴ
ァ
淀

公
民
館

５
月
の
誕
生
会

　

５
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
を
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
５
月
23
日
㈫
ま

で
に
来
館
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

日
時
／
５
月
25
日
㈭　

午
前
11
時
30

分
か
ら 子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
卓

球
、
輪
投
げ
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
を
無
料
で
開
放
。
申
込
不
要

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

　

日
時
／
５
月
27
日
～
７
月
８
日
（
６
月
24

日
を
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
。６
回
コ
ー
ス
。

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住

ま
た
は
在
学
の
４
・
５
歳
児
（
年
中
・
年
長
）

と
そ
の
保
護
者　

講
師
／
荒
井
敏
江
さ
ん　

定
員
／
先
着
15
組　

費
用
／
６
０
０
円

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆

ナ
チ
ュ
ラ
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

日
時
／
６
月
８
日
～
７
月
20
日
（
７
月
６

日
を
除
く
）
の
毎
週
木
曜
日
。６
回
コ
ー
ス
。

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

対
象
／
15
歳

以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
高

橋
恭
子
さ
ん　

定
員
／
先
着
20
人　

費
用
／

２
４
０
０
円

　
　
　

申
込
は
５
月
２
日
㈫�

午
前
９
時
か
ら
。

　
　

�

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

剪
定
教
室

　

庭
木
の
剪せ

ん
て
い定

の
コ
ツ
や
樹
木
管
理
を
学
び

ま
す
。町
の
公
園
で
実
地
講
習
の
予
定
で
す
。

　

日
時
／
５
月
９
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分�

※
雨
天
時
11
日
㈭
に
延
期　

対

象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

中
央
公
民
館
の
催
し

人　

講
師
／
永
野
晃
男
さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／
１
０
０
円　

持
ち
物
／
軍
手
、
汚
れ

て
も
良
い
服
装

樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
教
室

　

精
華
町
の
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
に
行
き

ま
す
。
雨
天
中
止
。
町
バ
ス
利
用
。

　

日
時
／
６
月
２
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
。
中
央
公
民
館
集
合･

解
散　

対
象
／

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

講
師
／
永
野
晃
男
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費

用
／
１
０
０
円　

持
ち
物
／
昼
食
、
水
筒
、

筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
双
眼
鏡

　
　

�　

申
込
は
５
月
２
日
㈫�

午
前
９
時
か

ら
参
加
者
本
人
同
苑
へ
。
電
話
可

　
　
【
休
館
日
】�

毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、
土

曜
日
の
午
後

草
花
教
室

　

日
時
／
５
月
25
日
㈭　

①
午
前
10
時
～
11

時
②
午
後
１
時
～
２
時�

※
①
②
の
い
ず
れ

か
選
択　

対
象
／
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
人　

定
員
／
各
先
着
20
人　

費
用
／
千
円

写
真
教
室

　

日
時
と
場
所
／
６
月
13
日

㈫　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

=

草
津
市
水
生
植
物
公
園
み

ず
の
森
、
26
日
㈪　

午
前
10
時
～
正
午=

荒

見
苑　

対
象
／
町
内
在
住
、
60
歳
以
上
で
２

日
と
も
参
加
で
き
る
人　

定
員
／
先
着
30
人　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

荒
見
苑
の
催
し
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胃
、
す
い
臓
、
肝
臓
の
順
と
な
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
）。

　

一
方
、
日
本
人
の
累
積
が
ん
罹
患
リ
ス
ク

（
が
ん
に
な
る
お
お
よ
そ
の
確
率
）
は
、
男
性

は
63
％
、
女
性
は
47
％
で
、
２
人
に
１
人
が
、

一
生
の
う
ち
一
度
は
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
（
※
１
）。

　

２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
り
、
３
人
に
１
人

が
が
ん
で
亡
く
な
る
現
在
、
が
ん
は
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
死
亡
数
は
年
々
増
え
続

け
て
お
り
、
30
年
前
と
比
べ
る
と
約
２
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
（
※
２
）。

　

国
は
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
低
下
を
目
指

し
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
50
％
以
上
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
30

～
40
％
台
で
あ
り
、
諸
外
国
に
比
べ
て
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
（
※
３
）。

　

が
ん
は
よ
ほ
ど
進
行
し
な
い
限
り
、
症
状
が

出
に
く
い
病
気
で
す
。
そ
し
て
、
が
ん
は
早
期

に
発
見
さ
れ
た
場
合
と
進
行
後
に
発
見
さ
れ
た

場
合
で
は
、
そ
の
後
の
生
存
率
に
大
き
な
差
が

生
じ
ま
す
。
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ

と
が
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た

め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

が
ん
の
疫
学
研
究
が
進
ん
だ
結
果
、
日
本
人

の
が
ん
の
原
因
で
最
も
多
い
の
は
、
喫
煙
と
感

染
症
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
因
の
２
割
程
度
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。
遺
伝
す
る
が
ん
は
全
体
の
５
％

程
度
と
例
外
的
で
す
か
ら
、
が
ん
の
発
症
は
基

本
的
に
は
運
命
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保健予防のコーナー

会場は保健センター（※はあいあいホール )です。母子健康手帳をお持ちの人は、必ずご持
参ください。� 問合せ／子育て支援課

1歳8か月児健診（4月14日）で
見つけたかわいい笑顔です。

5月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

※乳幼児相談 ８日㈪ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

※子育て･発達相談
（あいあいホール
出張相談）

８日㈪
15日㈪
22日㈪

午前9時
～午後4時30分

おおむね中学校
卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします。

パパ＆ママ教室
（第2回） 11日㈭

午後1時
～1時15分

妊婦とその家
族（要申込）

産前･産後ヨガ、保健師による話、
絵本の世界、交流会午後2時

～2時10分
おおむね10か月
までの子どもと
産婦（要申込）

10か月児健診 16日㈫ 午後1時20分
～1時50分

平成28年6月
生まれ

医師による健康診査、離乳･保育･
栄養などの指導

1歳8か月児健診 19日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成27年8月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

3～4か月児健診 23日㈫ 午後1時20分
～1時40分

平成29年1月
生まれ

医師による健康診査、離乳･保育･
栄養などの指導、ブックスタート

3歳児健診 26日㈮ 午後1時20分
～2時20分

平成25年10･11
月生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的･精神的な発達指導

　

男
性
の
が
ん
に
よ
る
死

亡
数
が
女
性
の
約
1.5
倍
に

上
る
の
は
、
発
症
リ
ス
ク

と
な
る
喫
煙
や
飲
酒
が
男

性
に
多
い
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
習
慣
で
が
ん
を
完
全

に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
が
ん
の
半
分
以
上
が
治
癒
し
、
不
治

の
病
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
早
期
が
ん
に
限

れ
ば
、
大
半
の
が
ん
が
９
割
以
上
の
確
率
で
治

り
ま
す
。「
が
ん
に
な
ら
な
い
こ
と
」
は
難
し

く
て
も
、「
が
ん
で
死
な
な
い
こ
と
」
は
可
能

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
が

ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣
と
、
早
期
発
見
の
た
め
の

が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。�

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

※
１�

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
情
報
サ
ー

ビ
ス
『
が
ん
登
録
・
統
計
』

※
２
厚
生
労
働
省
「
平
成
７
年
人
口
動
態
統
計
」

※
３�

厚
生
労
働
省
「
平
成
25
年
国
民
生
活
基
礎

調
査
」

健康
コラム②

　

平
成
27
年
に
が
ん
で
死
亡
し
た

人
は
37
万
3
4
6
人
。
死
亡
者
全
体

の
28
・
７
％
を
占
め
、
日
本
人
の

死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
位
別
に
み
る
と
、
最
も
多
い

の
は
肺
で
約
２
割
、
次
い
で
大
腸
、

がんで命を落とさないための特効薬は、
生活習慣とがん検診

がんによる死亡者数とがん全体に占める割合
（厚生労働省「平成27年人口動態統計」）

8

7

6

5

4

3

2

1

0

(万人)

肺 大腸 胃 すい臓 肝臓

74,378人
20.1％

49,699人
13.4％ 46,679人

12.6％

31,866人
8.6％ 28,889人

7.8％
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献　

血

　

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過
し
て
い
な

い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
15
日
㈪�
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

場
所
／
中
央
公
民
館　

そ
の
他
／
16
～
17
歳
は

2
0
0
ml
の
み
可
能
、
65
歳
以
上
は
60
～
64
歳
の

間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す　

問
合
せ

／
国
保
健
康
課
ま
た
は
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
☎
0
7
5（
5
3
1
）0
1
1
1

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
心
の
健
康

に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と
交
流
し
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を

毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
12
日
㈮
、
19
日
㈮　

正
午
～
午
後

3
時　

内
容
／
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

場
所
／
中

央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
5
月
を
「
赤

十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、
赤
十
字
活
動
へ

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
、
大
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
地
に
、
医

療
救
護
活
動
や
、
義
援
金
の
募
集
な
ど
、
被

災
地
域
の
復
興
を
目
指
し
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
法
な
ど
の
各
種

講
習
会
の
実
施
、
病
院
事
業
や
献
血
事
業
の

推
進
、
青
少
年
赤
十
字
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
強
化
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
幅
広
い
活
動
を
継
続
し
、
更
に

充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

出
張 

が
ん
個
別
相
談
会

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
」

「
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
、
が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
で
出
張
相
談
を

行
い
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
９
日
㈫
、
６
月
13
日
㈫　

い

ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

場
所
／
京

都
府
山
城
北
保
健
所
（
山
城
広
域
振
興
局
宇

治
総
合
庁
舎
内
）　

相
談
員
／
同
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師　

相
談
料
／
無
料　

予
約
／
実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）　

0
1
2
0

（
0
7
8
）
3
9
4
へ　

※
同
セ
ン
タ
ー
で

は
電
話
及
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
９

時
～
12
時
、
午
後
１
時
～
４
時
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

ご
家
庭
等
で
飼
っ
て
い
る
生
後
91
日
以
上
の

犬
は
、
法
律
に
よ
り
生
涯
に
１
回
の
登
録

と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
環
境
保

全
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
は
、
野
生
動
物
や
家
畜
は
も
ち
ろ
ん

人
間
に
も
感
染
し
、
一
度
発
病
す
る
と
、
ほ
ぼ

1
0
0
％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
必

ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

Ｐ
Ｍ
2.5
に
係
る
注
意
喚
起

　

P
M
2.5
と
は
、
大
気
中
に
浮
遊
す
る
直
径
2.5

㍃
㍍
以
下
の
微
小
粒
子
状
物
質
で
、
肺
の
奥
深

く
ま
で
入
り
込
み
や
す
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
ぜ

ん
そ
く
や
気
管
支
炎
な
ど
の
人
へ
の
健
康
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
P
M
2.5
の
１
日
の
平
均
値
が

１
立
方
㍍
あ
た
り
70
㍃
㌘
を
超
え
る
と
予
想
さ

れ
る
場
合
に
注
意
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
久
御
山
中
学
校
内
で
測
定
さ
れ
て

お
り
、
山
城
エ
リ
ア
の
P
M
2.5
注
意
喚
起
の
状

況
に
つ
い
て
は
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

●
注
意
報
が
出
た
ら

　

▼
屋
外
活
動
を
控
え
る
▼
屋
外
で
の
長
時
間

の
激
し
い
運
動
や
外
出
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

▼
屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要

最
小
限
に
す
る
▼
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
人
、
お
年
寄
り
、
子
ど
も
等
は
、
体
調

に
応
じ
て
よ
り
慎
重
に
行
動
す
る

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

赤
十
字
の
活
動
資
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　社会福祉協議会は、地域福祉の推進
を目的として、地域の見守り活動やサ
ロン活動、ボランティア支援など各種
福祉活動に取り組んでいます。
　同協議会が行う地域福祉活動は住民
の皆さんからの会費によって支えられ
ています。今年度も福祉サービスを利
用している人たちへの支援や地域福祉
事業の活性化のため、皆さんのご支援、
ご協力をお願いします。
　実施期間／５月１日㈪～６月30日㈮　
問合せ／同協議会

社会福祉協議会会員募集
～地域福祉推進のために～

　みんなで楽しいひと時を過ごしてい
ただけるカフェ「おこしやす�こもれ
びプラザ」。従来から実施しているほ
っとハウス「チエさん」に加え、荒見
苑でも実施しています。
　認知症の人もその家族も地域の人も
参加自由。コーヒーを飲みながらゆっ
くりしていただける場所です。
　日時 ･ 場所／①５月９日㈫�午後２
時～４時=老人福祉センター荒見苑　
②５月11日㈭�午後２時～４時=ほっと
ハウス「チエさん」(ゆうホール角の
信号を北へ30㍍の民家)　内容／①認
知症予防ゲーム�②プチトマトと花の苗
植え�①②喫茶･介護相談など。ほっと
ハウス「チエさん」では昔懐かしいレ
コードが聴けます　※予約不要ですが、
認知症や介護相談はあらかじめ予約を　
参加費／200円（コーヒー･お菓子付）�　
予約･問合せ／町社会福祉協議会

地域の居場所
「おこしやす こもれびプラザ」
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平成29年3月15日から4月14日までの受付分（敬称略）

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

地
区
名
　
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

大
橋
辺　

渡
邉　

文
章
・
渡
邉
亜
季
保

佐　

山　

曽
束　

友
貴
・
曽
束
真
沙
美

地
区
名	

　
出
生
児	

　
父
・
母

　

森　

	

三
神　

結ゆ
う
せ
い誠　

琢
也
・
梓

佐　

山	

谷
口　

紗さ

な那　

譲　

・
香
里

　

〃　

	

南　
　

鳳ほ
ま
れ希　

宏
樹
・
瑠
那

市　

田	

伊
藤　
　

輝ひ
か
る　

祐
次
・
晃
七

　

〃　

	

福
本　

灯あ
か
り梨　

崇
之
・
尚
美

下
津
屋	

段　
　

百も
も
か華　

繁
博
・
真
紀

　

栄　

	

阿
部　

晴は
る
と人　

拓
児
・
裕
子

生
誕
お ご

結
婚

　４月４日に保育所の入所式、11
日に幼稚園の入園式が行われ、新し
い生活のスタートを切りました。
　慣れない環境の中、緊張や不安の
表情を見せる新入児・新園児もいま
したが、先生や在園児に暖かく迎え
られ、笑顔を見せてくれました。

▲園長先生の話を聞く新園児（御牧幼稚園）

▲���

入
学
祝
品
の
傘
を

　

受
け
取
る
１
年
生

　
（
佐
山
小
学
校
）

■保育所・幼稚園でも
　新しい生活がスタート

▲教室で担任の先生の話を聞く1年生（御牧小学校）

▲入学式を終え、退場する1年生（御牧小学校）

▲�親子で受付に（東角小学校）

　4月16日、町消防庁舎等で平成29年度消防団初任者訓
練が行われました。
　この訓練は、新入団員を対象に、消防団員としての基
本的な知識や消防器具の取り扱いの習得を図ることを目
的に開催されています。今年度は10人の新入団員が器具
の取扱いや水防工法などを消防職員から指導を受け、消
防技術の習得に取り組みました。

消防の技術習得を図る　 消防団初任者訓練 

▲ホースの取扱い訓練をする新入団員
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わがやの
弟
が
大
好
き
な
お
姉
ち
ゃ
ん
。い
つ
も
お
も

ち
ゃ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
。

西
川
　
諒
り
ょ
う・

優ゆ
な渚

ち
ゃ
ん

（
７
か
月･

１
歳
７
か
月
）

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

　４月７日、町立３小学校の入学式が行われました。御牧小
学校32人、佐山小学校56人、東角小学校42人の合計130
人の新１年生が期待を胸に小学校の門をくぐりました。
　先生や在校生、保護者が迎えるなか、少し緊張した表情
で入場。担任の先生からひとりひとり名前を呼ばれると元
気な声で返事をしていました。

▲�

２
年
生
の
歓
迎
の
言
葉
を
聞
く

　

１
年
生（
佐
山
小
学
校
）

新１年生　期待を胸に　 小学校入学式 

▲緊張した表情で体育館に(東角小学校)

▲

担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
て
元
気
に
返
事

　
（
東
角
小
学
校
）

お
兄
ち
ゃ
ん
は
弟
の
事
を
「
僕
の
宝
物
」
と

い
つ
も
言
い
ま
す
。仲
良
く
育
っ
て
ね
。

青
柳
　
岳が
く

・
迅じ
ん

ち
ゃ
ん

（
２
歳
４
か
月･

６
歳
）

　4月2日、東一口の前川堤で前川桜並木愛護会主催の
「桜のつどい」が開催されました。前川堤の桜は「京都
の自然200選」にも選ばれており、同会の皆さんの手入
れにより毎年見事な桜が開花し、町内外から多くの花見
客が訪れています。
　この日は、三分咲きの桜でしたが、自治会などによる
おでんや綿菓子、フランクフルトなどの出店があり、家
族連れなどでにぎわっていました。

花見客でにぎわう　 東一口桜のつどい 

▲

多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
う「
桜
の
つ
ど
い
」

n
i
c
e�

s
m
i
l
e
!!!
こ
れ
か
ら
も
元

気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
!!!

松
本
　
萊ら
ん杏

ち
ゃ
ん
（
７
か
月
）
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で
、「
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
」

の
ノ
ボ
リ
（
写
真
）
を
目
印
に
、
午
前
８

時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
す
と
き
は
、
キ
ャ
ッ
プ
で
栓
が
で
き

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ
、
容
器
ご

と
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
牛
乳
パ

ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

箱
な
ど
で
は
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

お
店
な
ど
業
務
用
に
使
わ
れ
た
て
ん
ぷ

ら
油
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日(翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

５月18日㈭

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

５月19日㈮
大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

　

町
で
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
使
用
済

み
て
ん
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
公

会
堂
や
集
会
所
な
ど
の
指
定
さ
れ
た
回
収

場
所
に
回
収
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
組
織
委
員
会
で
、
小
型

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
で
集
め

ら
れ
た
貴
金
属
を
用
い
て
東
京
2
0
2
0

大
会
の
金
銀
銅
メ
ダ
ル
を
作
成
す
る
「
都

市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！�

み
ん
な
の
メ
ダ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
平
成
29
年
４
月

か
ら
開
始
す
る
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
国
民
の
参
加

で
メ
ダ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
を
通
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
循
環
型
社
会
の
構
築
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

本
町
で
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛

同
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
た
使
用
済
小
型
家
電
を
多
く
提
供

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
小
型
家
電
の
出
し
方
や
回
収
方

法
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
ク

ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
に
設
置
し
た
回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、
そ
し
て
、
循
環
型
社
会
の

向
上
の
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

光
化
学
ス
モ
ッ

グ
は
気
温
が
高

く
、
風
の
弱
い
日

に
発
生
し
や
す
い

大
気
汚
染
で
、
子

ど
も
を
中
心
に
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た

り
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

近
年
は
夏
に
限
ら
ず
、
５
月
に
注
意
報

が
発
令
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き

は
、
消
防
本
部
に
吹
き
流
し
を
掲
出
す
る

な
ど
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
軽
視

せ
ず
な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

症
状
が
出
た
と
き
は
、
目
を
洗
っ
た

り
、
う
が
い
を
し
、
安
静
に
す
る
と
と
も

に
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
☎
０
７
７
４

（
２
１
）２
９
１
３
ま
た
は
環
境
保
全
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意

　

町
で
は
、
資
源
の
再
利
用
や
ご
み
の
減

量
を
目
的
と
し
て
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
適
切
に
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
た
め
に
は
、
汚
れ
を
落
と
し
た

後
、
左
表
の
と
お
り
不
適
物
を
混
ぜ
な
い

な
ど
の
分
別
が
大
切
で
す
。

　

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

種別 リサイクルごみ
に出せるもの

リサイクルごみに
混入されている

主な不適物
不適物の出し方

缶類
飲料用・食品用
のアルミ缶・スチ
ール缶

オイル缶(オイルを抜き
取る)や金属製容器は
燃やさないごみに出す

ペット
ボトル

ペットボトルマー
クの表示がある
飲み物・調味料・
酒類　　　　

プラマーク表示があり汚
れのないものはプラマー
ク製品、汚れの取れない
ものは燃やすごみに出す

びん 飲料用・食品用
のガラス容器

化粧品のびん(中身を
出す)やコップなどのガ
ラス製品、陶器類は燃
やさないごみに出す

紙
パック

牛乳・ジュース
等の容器

内側がアルミ
コーティング
のパック

燃やさないごみに出す

プラ
マーク
製品

プラマーク表示
があるプラスチッ
ク製の容器・包装

汚れの取れないものは
燃やすごみ、プラマーク
表示のないものは燃や
さないごみに出す
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5月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

4月1日現在  久御山町の人口 16,157人（男7,979人、女8,178人）　世帯数6,891

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保健康課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、10 棟～14 棟、34 棟～ 41棟、43 棟～
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
	 3日（第1水曜日）
17日（第3水曜日）
缶・ビン

10日（第2水曜日）
24日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。

使用済み天ぷら油

10日（第2水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
ごみステーションは、指定場
所ではありません。
　�　なお、役場庁舎南側の塵芥
収集車車庫内に、平日の午前
8時30分～午後 5時15分まで
回収場所を常設しています。
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　久御山町に関する文化や歴史を
学習する「久御山アカデミー」。町
内外問わず一般公募で集まった人
たちが参加し、参加者が知ってい
ることを発表して意見交換やまち
あるきをするなどの活動をしてい
ます。町の文化や歴史についての
パンフレットの作成を目標に平成
28年度から活動を続けています。
　今回、この久御山アカデミーと、
お茶の京都関連事業で久御山町と
関わりがある東京大学が、共同で
久御山町の新たな魅力を再発見す
る取り組みを行いました。
　まず、東京大学の６人の学生が
３チームに分かれ、テーマを決め
てまちあるき調査をしました。

テーマは、①漁業、農業、工業が重な
り合いながら変遷してきた久御山町
の「業」の風景、②久御山の町として
の特徴･骨格である巨椋池や川、水路
など「水」、③建築物における漁業の
名残など「家」。
　次に、学生がまちあるきをして気
付いたことを、久御山アカデミーの
メンバーと意見交換をしました。例
えば、玉田神社の石垣の積み方が特
徴的で、同じような積み方の家が多
い地域を発見しました。また、屋根
面が少し膨らんだ「むくり屋根」が多
いなど、着眼点の違った話に、地元の
アカデミーメンバーは興味深く聞き
入っていました。
　最後に、テーマのチームごとに、調

査･研究した内容を発表しました。
　このように、若い人や京都から
遠く離れた地域の人の視点で、近
くに住んでいては気が付かないよ
うな町内の新たな魅力を発見する
ことができました。これからも久
御山アカデミーでは、久御山町の
文化や歴史の勉強会や学生との共
同研究などを行います。
　次号から、大学生が調査･研究･
発表した内容を、コラム形式で順
次掲載します。「外」の視点で発見
した久御山町の魅力をお伝えしま
す。

問合せ／産業課

vol.220  いわしのハーブパン粉焼き

作り方
①�いわしは三枚におろし
て、小骨を取り、塩・こし
ょうをする。
②�いわしの身の方に粒マス
タードを塗り、小麦粉、溶
き卵、ミックスパン粉を
順にまぶしておく。
③�オーブンの天板に並べ、

200℃のオーブンかオー
ブントースターで焦げ目
がつくまで約10分焼く。
④�ブロッコリーは小房に分
けて塩ゆでする。トマト
はくし型に切っておく。
⑤�皿に盛り合わせて、レモ
ンを添える。

　マスタードの酸味でいわしの臭みを抑え、パ
ン粉に混ぜる粉チーズとパセリの風味があるの
で、ソースをかけずにいただけます。
� 食生活改善推進員協議会「久味の会」

エネルギー　225キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.7 グラム

いわし�........................ ４尾
粒マスタード�...大さじ２
小麦粉�................大さじ４
溶き卵�....................... 20ｇ
塩�................................ 少々
こしょう�.................... 少々

【ミックスパン粉】
生パン粉�............大さじ６
粉チーズ�............大さじ１
パセリみじん切り...大さじ１
こしょう�.................... 少々
ブロッコリー�........ 1/3株
トマト�................. 1/3切れ
レモンのくし切り....4切れ

●材料（4人分）
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